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議
会
第
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回
定
例
会 

 

平
成
十
八
年
九
月
二
十
八
日
（
木
曜
日
） 

 

午
前
十
時
零
分 

 

開 

議 

  

第 

一 
 

会
議
録
署
名
議
員
指
名
（ 

松
永
勇
治
議
員 

・ 

岩
坪
義
光
議
員 

） 

第 

二 
 

報

告

第

八

号 

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告 

第 

三 
 

報

告

第

七

号 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
報
告 

第 

四 
 

発
議
第
一
〇
号 
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
（
審
査
）
に
つ
い
て 

第 

五 
 

発
議
第
一
一
号 
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
（
審
査
）
に
つ
い
て 

第 

六 
 

発
議
第
一
二
号 

議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
（
審
査
）
に
つ
い
て 
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午
前
十
時
零
分
開
議 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
は
、
十
二
名
で
す
。 

 

定
足
数
に
達
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
お
手
元
に
配
布
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
六
番
・
松
永
勇
治
議
員
、
七
番
・
岩
坪
義
光
議
員
を
指
名
し
ま 

す
。 

 

日
程
第
二
、
報
告
第
八
号
、
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

局
長
に
報
告
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。 

（
事
務
局
長
朗
読
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

本
件
に
つ
い
て
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長 

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
（
横
山
弘
藏
） 

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
を
行
い
ま
す
。 

 

一
、
委
員
会
を
開
い
た
年
月
日
及
び
場
所
。
平
成
十
八
年
九
月
二
十
五
日
・
九
月
二
十
六
日
。
小
値
賀
町
役
場
三
階
第
一
会
議
室
。 

 

二
、
出
席
し
た
委
員
の
氏
名
。
記
載
の
と
お
り
。 

 

三
、
欠
席
し
た
委
員
の
氏
名
。
な
し
。 

 

四
、
出
席
し
た
委
員
外
議
員
の
氏
名
。
記
載
の
と
お
り
。 

 

五
、
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者
。
記
載
の
と
お
り
。 

 

六
、
職
務
の
た
め
出
席
し
た
者
。
記
載
の
と
お
り
。 

 

七
、
付
託
を
受
け
た
事
件
の
件
名
。
議
案
第
六
三
号
、
平
成
十
七
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
。 

 

八
、
会
議
に
付
し
た
事
件
の
件
名
。
第
七
項
に
同
じ
。 
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九
、
審
議
の
経
過
及
び
結
果
。
本
委
員
会
に
付
託
を
受
け
た
議
案
第
六
三
号
に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま
で
の
二
日

間
会
議
を
開
き
、
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
、
財
産
に
関
す
る
調
書
、
監
査
委
員
審
査
意
見
書
及
び
主
要
施
策
の
成
果
報
告
書
に
基
づ
き
、
質
疑

を
重
ね
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
議
案
第
六
三
号
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
こ
れ
を
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

 

主
な
質
疑
、
委
員
か
ら
の
意
見
、
執
行
部
か
ら
の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

一
般
会
計
、
歳
入
・
町
税
に
つ
い
て
。 

町
民
税
三
十
二
万
一
千
八
百
六
十
四
円
、
固
定
資
産
税
百
三
万
六
千
九
百
円
、
合
計
百
三
十
五
万
八
千
七
百
六
十
四
円
の
収
入
未
済
額
が
あ
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
大
変
憂
慮
さ
れ
る
。
滞
納
を
防
止
す
る
た
め
、
督
促
状
を
発
行
す
る
な
ど
法
的
手
続
き
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た

滞
納
者
に
対
す
る
納
税
奨
励
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
町
内
の
滞
納
者
は
、
十
八
年
度
に
納
税
し
て
い
る
人
、
納
税
の

確
約
を
得
て
い
る
人
も
い
る
。
し
か
し
、
漁
業
者
で
油
の
高
騰
や
不
漁
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
も
お
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
町
外
者
に
つ

い
て
は
、
不
能
欠
損
に
な
ら
な
い
よ
う
に
督
促
を
続
け
て
い
る
。
今
後
も
収
入
未
済
額
を
減
ら
す
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。 

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
。 

予
算
額
十
八
億
三
千
五
百
五
十
四
万
七
千
円
に
対
し
、
決
算
額
は
十
八
億
六
千
二
百
二
十
七
万
一
千
円
で
、
二
千
六
百
七
十
二
万
四
千
円
の
予

算
未
計
上
額
が
あ
る
。
特
別
交
付
税
の
交
付
決
定
額
が
、
三
月
議
会
に
間
に
合
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
専
決
処
分
で
予
算
計
上
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
起
債
と
か
予
算
計
上
し
な
い
と
不
利
益
を
被
る
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
専
決
処
分
を
し
な
い
方
針
で
あ
る

と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い
て
。 

衛
生
手
数
料
が
前
年
度
に
対
し
、
百
二
十
二
万
五
千
円
の
減
額
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
？
と
の
質
疑
に
対
し
、
十
六
年
十
月
か
ら
二
輪

車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
、
十
七
年
一
月
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
廃
車
等
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

諸
収
入
に
つ
い
て
。 

製
塩
事
業
収
入
が
百
六
十
二
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
歳
出
は
三
百
五
十
三
万
一
千
円
の
実
績
に
な
っ
て
い
る
。
百
九
十
一
万
一
千
円
の
赤
字

に
な
る
が
、
在
庫
は
ど
の
く
ら
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
現
在
の
在
庫
量
を
町
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
で
の
金
額
に
換
算
し
た
場
合
に
は
、
塩
で
三

百
六
十
万
円
、
ニ
ガ
リ
で
百
九
十
万
円
程
度
で
あ
る
と
の
答
弁
で
し
た
。 

あ
わ
び
館
販
売
収
入
が
六
百
九
十
六
万
六
千
円
の
実
績
で
、
昨
年
度
に
対
し
、
百
万
円
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
が
原
因
は
？
と
の
質
疑
に
対
し
、
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対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
の
効
果
と
、
販
売
を
フ
ェ
リ
ー
の
始
発
時
間
に
間
に
合
わ
せ
た
こ
と
も
一
因
で
は
な
い
か
。
販
売
の
実
績
は
町
内
五
百
七
十
三
件
、

町
内
旅
館
等
が
百
七
件
、
町
外
が
千
百
六
十
八
件
で
、
う
ち
九
州
管
内
が
二
百
五
十
八
件
で
あ
る
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 
歳
出
・
総
務
費
に
つ
い
て
。 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
資
料
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
置
い
て
あ
る
が
、
町
外
者
が
見
た
ら
今
一
良
く
分
か
ら
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
今
後
の
取
り

組
み
は
と
の
質
疑
に
対
し
、 

十
七
年
度
は
資
料
作
成
、
十
八
年
度
は
「
お
ぢ
か
お
宝
巡
り
書
」「
お
ぢ
か
お
宝
大
百
科
」
の
完
成
を
目
指
す
。
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
資
料
は
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
今
後
、
見
直
し
を
す
る
と
の
答
弁
で
し
た
。
人
件
費
が
十
七
年
度
一
般
会
計
で
約
六
億
円
程
度
あ

る
。
特
別
会
計
を
含
め
る
と
、
公
債
費
の
元
金
償
還
金
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
多
額
で
大
変
憂
慮
さ
れ
る
。
今
後
十
年
間
で
定
年
退
職
者
が
三
十
名
程

度
い
る
の
で
、
採
用
を
十
名
程
度
に
抑
え
れ
ば
二
十
名
の
人
員
削
減
が
出
来
る
と
の
試
算
で
あ
る
が
、
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
も

っ
と
人
件
費
の
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
退
職
勧
奨
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。
優
遇
措
置
も
検
討
す
べ
き
と
の
質
疑
に
対
し
、

退
職
勧
奨
は
実
施
し
て
い
る
の
で
今
後
も
続
け
る
が
、
優
遇
措
置
に
つ
い
て
は
こ
の
場
で
は
言
え
な
い
。
検
討
が
必
要
と
の
答
弁
で
し
た
。 

民
生
費
に
つ
い
て
。 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
委
託
料
五
百
七
十
九
万
八
千
円
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
が
な
く
な
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
に
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
職
員
は
募
集
す
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
十
九
年
度
中
に
整
備

を
要
す
る
が
、
建
物
の
建
設
は
必
要
な
い
、
机
を
三
つ
並
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
良
い
、
場
所
の
選
定
を
検
討
し
て
い
る
。
職
員
は
、
社
会
福

祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
の
配
置
が
必
要
だ
が
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・
社
協
・
特
老
と
も
連
携
し
て
効
率
の
良
い
運
営
を
行
い
た
い
と
の

答
弁
で
し
た
。 

 

衛
生
費
に
つ
い
て
。 

ビ
ン
・
缶
収
集
の
経
費
が
賃
金
と
委
託
料
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ビ
ン
・
缶
は
家
庭
で
分
別
し
た
も
の
を
業
者
が
ゴ
ミ
置
き
場
か
ら
処
分

場
に
収
集
し
て
い
る
。
重
複
し
て
分
別
の
必
要
が
あ
る
の
か
、
統
一
で
き
な
い
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
ビ
ン
・
缶
と
も
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
町
外

に
搬
出
し
て
い
る
た
め
、
分
別
を
適
格
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
賃
金
・
委
託
料
は
別
々
に
必
要
と
の
答
弁
で
し
た
。 

漁
船
の
廃
船
が
今
後
増
え
る
と
思
う
が
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船
の
リ
サ
イ
ク
ル
化

の
動
き
は
あ
る
。
処
分
場
で
解
体
し
て
埋
め
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
に
な
る
と
思
う
の
で
、
今
後
、
漁
協
と
も
協
議
し
て
検
討

し
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。 
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農
林
水
産
業
費
に
つ
い
て
。 

担
い
手
公
社
運
営
費
補
助
金
が
一
千
五
百
七
万
五
千
円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
収
益
事
業
で
利
益
を
出
す
工
夫
は
？
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
体
験
型
農
業
で
、
収
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
育
苗
な
ど
の
収
益
事
業
で
、
十
七
年
度
の
繰
越
金
が
三
百
五
十
万
円
程
度
あ

っ
た
。
十
八
年
度
の
町
の
補
助
金
は
減
額
で
き
る
と
思
う
。
今
後
は
加
工
事
業
な
ど
収
益
性
を
高
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
い
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
体
験
型
農
業
に
も
取
り
組
み
た
い
が
、
指
導
員
が
一
人
で
手
不
足
、
農
協
と
も
連
携
す
る
こ
と
で
考
え
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。 

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
は
、
油
の
高
騰
や
不
漁
で
低
迷
し
て
い
る
当
町
漁
業
再
生
の
起
爆
剤
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
が
、
漁
業
者
に

浸
透
し
て
な
い
よ
う
に
感
じ
る
と
の
質
疑
に
対
し
、
説
明
会
も
開
催
し
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
が
、
漁
協
と
も
連
携
し
て
事
業
の
推
進
を
図
り
た

い
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

商
工
観
光
費
に
つ
い
て
。 

お
ぢ
か
国
際
音
楽
祭
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら
実
行
委
員
会
と
小
値
賀
町
が
一
緒
に
主
催
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町
が
主
催
の
場
合
、

補
助
金
の
流
れ
等
に
問
題
は
な
い
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
町
が
主
催
に
加
わ
っ
た
と
い
う
経
緯
は
、
各
種
の
助
成
金
等
の
条
件
を
満
た
す
た
め

や
事
業
と
し
て
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、
或
い
は
町
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
性
な
ど
で
、
事
務
的
な
部
分
に
つ
い
て
町
が
担
当
し
、

実
際
の
企
画
か
ら
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
実
行
委
員
会
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
協
働
と
い
う
意
味
で
こ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
指
摘
の

よ
う
な
部
分
で
検
討
す
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と
も
充
分
協
議
し
て
判
断
し
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

土
木
費
に
つ
い
て
。 

県
道
や
重
要
な
町
道
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
狭
い
町
道
等
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
の
質
疑
に
対
し
、
町
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
下

水
道
事
業
と
も
絡
ま
せ
て
計
画
的
に
整
備
を
行
い
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。 

教
育
費
に
つ
い
て
。 

歴
史
民
俗
資
料
館
の
入
館
者
が
十
七
年
度
、
一
千
八
百
二
十
二
人
、
ト
ー
タ
ル
で
四
万
八
千
二
十
七
人
と
の
こ
と
、
近
々
五
万
人
の
入
館
者
に

な
る
が
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
計
画
は
？
前
方
湾
遺
跡
調
査
で
貴
重
な
品
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
対
外
的
に
も
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
タ

ー
ミ
ナ
ル
等
に
移
動
展
示
場
の
開
設
も
必
要
で
は
と
の
質
疑
に
対
し
、
セ
レ
モ
ニ
ー
と
移
動
展
示
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
と
の
答
弁
で

し
た
。 

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
。 
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保
険
税
の
滞
納
額
が
年
々
増
加
し
て
、
十
七
年
度
末
で
一
千
四
百
一
万
一
千
円
に
な
っ
て
い
る
。
納
税
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と

の
質
疑
に
対
し
、
漁
業
所
得
の
減
少
等
、
不
景
気
に
よ
る
収
入
不
足
で
滞
納
者
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
福
島
県
矢
祭
町
で
実
施
し

て
い
る
「
買
い
物
ス
タ
ン
プ
で
納
税
」
す
る
方
法
が
、
当
町
で
も
導
入
で
き
な
い
か
、
商
工
会
と
も
協
議
し
て
い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
。 

一
般
会
計
繰
入
金
が
四
千
九
百
万
円
あ
る
が
、
こ
れ
を
無
く
し
て
独
立
採
算
制
が
執
れ
な
い
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
公
債
費
の
償
還
費
が
五
千

四
百
万
円
あ
り
、
こ
の
財
源
に
四
千
九
百
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
し
て
い
る
。
公
債
費
の
ピ
ー
ク
は
十
九
年
度
で
あ
る
。
中
村
浄
水
場

の
整
備
を
十
九
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
が
整
備
さ
れ
れ
ば
維
持
管
理
費
が
削
減
さ
れ
る
の
で
、
徐
々
に
一
般
会
計
の
繰
入
金
も
減
少
す
る

と
の
答
弁
で
し
た
。 

国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
に
つ
い
て
。 

診
療
収
入
が
前
年
度
に
対
し
、
三
千
二
百
二
十
九
万
四
千
円
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
と
の
質
疑
に
対
し
、
整
形
外
科
・
泌
尿
器
科
等
の

専
門
医
外
来
が
定
着
し
た
こ
と
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
血
圧
相
談
で
未
受
診
者
の
受
診
が
増
え
た
こ
と
が
一
因
と
の
答
弁
で
し
た
。 

 

そ
の
他
、
予
算
執
行
上
に
お
い
て
、
増
額
補
正
を
上
回
る
不
用
額
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
安
易
な
補
正
の
計
上
を
し
な

い
よ
う
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
二
日
間
の
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
の
減
少
等
で
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
行
財
政

改
革
の
努
力
は
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
、
尚
一
層
、
経
費
節
減
・
合
理
化
を
図
り
、
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。 

今
回
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
今
後
の
事
務
改
善
や
次
年
度
以
降
の
予
算
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
自
立
し
た
小
値
賀
町
で
あ
る
こ
と
を
し

っ
か
り
内
外
に
示
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

十
、
留
保
さ
れ
た
少
数
意
見
、
な
し
。 

右
の
と
お
り
報
告
い
た
し
ま
す
。 

平
成
十
八
年
九
月
二
十
八
日
。
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
・
横
山
弘
藏
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

こ
れ
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 
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本
件
は
、
質
疑
・
討
論
を
省
略
し
、
た
だ
ち
に
採
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
た
だ
ち
に
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
議
案
第
六
三
号
、
平
成
十
七
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
を
採
決
し
ま
す
。 

 

こ
の
表
決
は
、
起
立
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。 

 

委
員
長
報
告
は
、
『
認
定
』
で
す
。 

 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
、
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
は
、
起
立
願
い
ま
す
。 

（
賛
成
者
起
立
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

起
立
多
数
で
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
六
三
号
、
平
成
十
七
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
決
算
認
定
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
決
算
特
別
委
員
会
は
、
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

 

井
上
・
伊
藤
両
監
査
委
員
さ
ん
、
決
算
特
別
委
員
会
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

し
ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

前 
 

十 

時 
 

十
七
分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

前 
 

十 

時 
 

十
八
分 

― 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

再
開
し
ま
す
。 

 

日
程
第
三
、
報
告
第
七
号
、
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
報
告
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

本
件
に
つ
い
て
委
員
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
（
立
石
隆
教
） 

総
務
文
教
後
生
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

六
月
の
定
例
会
後
か
ら
の
本
委
員
会
は
、
六
月
二
十
一
日
、
七
月
二
十
日
、
八
月
七
日
、
八
月
二
十
四
日
、
九
月
七
日
の
計
五
回
、
開
催
い
た
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し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
当
面
の
重
要
課
題
と
し
て
小
中
高
一
貫
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
の
研
究
を
中
心
に
、
出
生
祝
金
条
例
の
見
直
し
の
必

要
性
、
官
民
連
携
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
及
び
そ
の
手
法
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
、
流
木
漂
着
状
況
と
そ
の
処
理
経
費
、
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
協
議
い
た

し
ま
し
た
。 

小
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
校
舎
建
設
の
事
例
を
調
査
し
、
岐
阜
県
河
合
中
学
校
、
京
都
府
宮
島
小
学
校
、
和
歌
山
県
清
川
小
学

校
、
福
岡
市
博
多
小
学
校
、
福
岡
宗
像
市
河
東
西
小
学
校
な
ど
か
ら
、
木
造
校
舎
の
優
位
性
、
或
い
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
そ
の
利
用
、
一
斉

教
育
か
ら
個
別
的
教
育
へ
の
流
れ
、
多
角
的
な
教
育
が
校
舎
の
建
て
方
と
関
連
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
現
状
を
研
究
い
た
し
ま
し
た
。 

 

新
校
舎
建
設
に
は
国
の
補
助
や
県
の
事
務
的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
し
、
新
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
の
で
、
小
値
賀
独
自
の
し
っ
か
り
し
た
施
設

整
備
計
画
を
立
て
、
県
と
の
協
議
を
密
に
し
て
国
庫
補
助
条
件
や
段
取
り
な
ど
の
研
究
を
早
急
に
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
今
回
の
こ
と
を
よ
り
良
い
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
い
た
し
ま
し
た
。
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式
の
新
潟
県
聖
籠
中
学

校
、
千
葉
県
打
瀬
小
学
校
の
学
校
評
議
会
、
東
京
品
川
区
小
中
一
貫
校
日
野
学
園
の
事
例
を
調
査
し
、
一
貫
校
の
現
状
と
問
題
点
を
認
識
し
た
上

で
、
連
携
型
の
一
貫
教
育
の
難
し
さ
を
再
認
識
し
て
問
題
点
克
服
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
協
議
す
る
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。
考
え

方
と
し
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
形
で
連
携
す
る
に
は
効
果
の
面
で
も
、
教
員
同
士
の
意
思
疏
通
に
つ
い
て
も
疑
問

が
残
る
の
で
、
完
全
な
る
小
中
高
の
一
貫
校
を
特
区
申
請
し
、
全
国
に
先
駆
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
一
貫
教
育
を
実
現
す
る
と
い
う
選
択
肢

も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
制
度
的
に
は
中
高
の
一
貫
校
の
場
合
は
中
等
教
育
学
校
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
導
入
に
は
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
る
も
の
の
実
現
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。
小
中
の
一
貫
校
も
特
区
申
請
に
よ
り
公
立
で
具
体
的
に
実
施
し
て
い
る
学
園
も
あ
り
ま
す
。
高
校
存

続
や
学
力
向
上
に
効
果
の
あ
る
形
に
な
る
よ
う
十
分
な
検
討
が
必
要
と
の
見
解
で
一
致
し
、
公
式
に
教
育
委
員
会
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

後
日
、
準
備
が
遅
れ
た
校
舎
建
設
問
題
は
、
平
成
二
十
年
度
の
一
貫
教
育
開
始
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
で
も

早
く
校
舎
建
設
を
す
る
べ
く
段
階
を
踏
む
た
め
に
小
中
学
校
の
耐
力
度
調
査
を
実
施
し
、
国
の
補
助
申
請
へ
繋
げ
た
い
と
の
教
育
委
員
会
の
意
向

に
対
し
て
、
こ
こ
に
至
っ
た
経
緯
や
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
一
貫
校
の
可
能
性
を
探
り
、
校
舎
建
設
は
先
延
ば
し
に
し
て
時
間
を
掛
け
て
十
分
な

研
究
を
重
ね
る
必
要
性
を
提
示
し
ま
し
た
。
一
旦
、
現
在
の
校
舎
に
て
連
携
型
一
貫
教
育
の
実
施
を
図
る
方
針
で
平
成
二
十
年
四
月
、
一
貫
教
育

導
入
開
始
の
た
め
の
準
備
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
を
ま
と
め
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
耐
力
度
調
査
実
施
に

つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
ま
し
た
。 
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出
生
祝
金
支
給
条
例
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
条
例
に
は
三
人
目
の
子
ど
も
の
祝
金
支
給
の
条
件
が
五
年
以
上
定
住
し
た
も
の
と
あ
り

ま
す
が
、
家
族
連
れ
で
Ｉ
タ
ー
ン
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
者
の
中
に
は
、
永
住
す
る
明
確
な
意
志
と
意
欲
を
持
っ
て
い
る
も
の
も
い
ま
す
。
年
数
が
問
題

で
は
な
く
、
結
果
的
に
本
町
の
少
子
化
対
策
に
な
る
事
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
本
条
例
の
目
的
か
ら
し
て
意
欲
あ
る
定
住
者
に
は
祝
金
を
支
給
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
協
議
し
ま
し
た
。 

出
生
時
に
三
十
万
円
、
小
学
校
入
学
時
に
二
十
万
円
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
祝
金
で
あ
り
ま
す
が
、
出
生
時
年
数
が
足
り
な
く
て
も
小

学
校
入
学
時
は
最
低
五
年
は
経
過
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
支
給
時
の
年
数
の
条
件
を
満
た
し
て
も
、
支
給
を
受
け
た
者
が
永
住
す
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
年
数
条
件
を
満
た
さ
ず
、
出
生
祝
金
支
給
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
が
、
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
に
貢
献
す
る
と
い

う
皮
肉
な
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
満
足
さ
せ
る
効
果
が
出
て
い
る
の
か
見
直
す
必
要
も
あ
り
ま
す
。
支
給
額
の
見
直
し
も
検
討
課
題
の
一
つ
だ
と
の

こ
と
で
、
担
当
課
に
検
討
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
少
子
化
対
策
の
た
め
、
出
産
に
か
か
る
旅
費
な
ど
の
全
額
支
給
な
ど
、

具
体
的
な
政
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。 

ま
た
、
官
民
連
携
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
及
び
そ
の
手
法
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
事
業
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
ま
し
た
。
な
が
さ
き
地
域
政
策
研
究
所
の
菊

森
調
査
研
究
部
長
を
講
師
に
、
こ
れ
か
ら
の
役
所
経
営
の
観
点
か
ら
官
民
連
携
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
理
念
や
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
制
度
及
び
そ
の
事
業
形
態
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
制
定
に
よ
り
、
こ
の
方
向
に
新
た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
行
政
改
革
を
推
進
す
る
為
の
一
つ
の

手
法
と
し
て
、
民
間
の
活
用
や
民
間
型
の
経
営
手
法
の
導
入
が
自
治
体
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
状
況
と
、
具
体
的
な
事
例
や
手

続
き
な
ど
を
研
究
し
ま
し
た
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
も
民
間
資
金
に
よ
る
校
舎
建
設
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

当
町
に
お
い
て
も
公
立
施
設
の
赤
字
解
消
の
た
め
の
指
定
管
理
者
制
度
や
民
間
資
金
に
よ
る
公
共
事
業
な
ど
、
検
討
す
る
行
政
改
革
と
し
て
の
手

法
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

流
木
漂
着
状
況
と
そ
の
処
理
経
費
に
つ
い
て
は
、
住
民
課
長
よ
り
流
木
の
漂
着
状
況
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
聞
き

ま
し
た
。
県
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
漂
着
物
が
広
範
囲
の
自
治
体
に
漂
着
し
て
お
り
、
予
算
的
に
ど
の
よ
う
な
補
助
率
に
な
る
の
か
未
定

で
あ
る
こ
と
、
国
の
補
助
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
流
木
の
今
後
の
処
理
方
法
な
ど
、
十
分
な
対
応
を
要

請
し
ま
し
た
。 

以
上
が
本
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
内
容
で
す
。 
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以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

こ
れ
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

日
程
第
四
、
発
議
第
一
〇
号
、
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
（
審
査
）
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
会
議
規
則
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
お
手
元
に
配
り
ま
し
た
委
員
会
の
特
定
事
件
調
査
事

項
に
つ
い
て
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
と
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

日
程
第
五
、
発
議
第
一
一
号
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
会
議
規
則
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
お
手
元
に
配
り
ま
し
た
委
員
会
の
特
定
事
件
調
査
事
項
に

つ
い
て
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。 

 

お
は
か
り
し
ま
す
。 

 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
と
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

日
程
第
六
、
発
議
第
一
二
号
、
議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
会
議
規
則
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
お
手
元
に
配
り
ま
し
た
委
員
会
の
特
定
事
件
調
査
事
項
に
つ
い
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て
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
の
申
し
出
が
あ
り
ま
す
。 

 
お
は
か
り
し
ま
す
。 

 
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
と
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
近
藤
一
輝
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
申
し
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
・
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

以
上
で
、
本
定
例
会
に
付
議
さ
れ
た
案
件
の
審
議
は
、
全
部
終
了
し
ま
し
た
。 

こ
れ
で
、
平
成
十
八
年
小
値
賀
町
議
会
第
三
回
定
例
会
を
閉
会
し
ま
す
。 

 

― 

午 

前 
 
 

十 

時 

二
十
九
分 

 

閉 

会 

― 


